
　計画の目的 　計画の期間

　市民誰もがその恩恵を享受できる地域共有の貴重な財産である地下水の保全と適正利用を推進し、地盤沈下の進行を    令和元年（2019年）11月～令和６年度（2024年度）

抑止するため、第３期の地下水保全計画を策定する。

　施策の体系

● 道路消雪における交互散水方式の普及

● 節水型消雪装置（節水タイマー等）の導入

● 河川水、下水処理水等の利用拡大

● 民間消雪井戸の節水型への切り替えの促進

● 消雪用井戸使用事業者に対する地下水の適正利用の啓発

● 民有林の再生・整備の支援

● 中山間地域の農地の保全及び活用

● 公園、学校等での雨水浸透施設の整備

● 広場、歩道等での透水性舗装の整備

● 地下水位、地盤収縮量の継続的な監視

● 地盤沈下観測井戸の増設及びリアルタイム観測の実施

● 各市町との地下水揚水量等データの共有

● 地盤沈下予測ソフトの機能更新

● (仮称)石川中央都市圏地下水保全協議会の立ち上げ

● 各市町における地下水保全施策の共同実施

 ３ 監視体制の充実と周辺市
    町との連携強化に努める
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 ２ 地下水のかん養を促進し、
　  健全な水循環を確保する
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 １ 地盤沈下の主要因である
    消雪用井戸の地下水揚水
    量を削減する
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